第２章　気象
昭和58年は日本の南海上の太平洋高気圧が例年になく強まり、西日本に４月、８月から９月に異例の高温をもたらした。一方６月頃から北極の寒気が北日本を中心に流れこみ７月の梅雨明け頃まで低温傾向となった。このように本年の日本は地域的には南北のコントラストの強い、また季節的には極端に変動の大きな天候となった。
　特徴的な天候は、1.前半暖冬・後半並、2.４月の異常高温、3.猛暑と残暑、4.秋雨前線と台風10号による大雨、5.早い冬の便り、等があげられる。
　本年の梅雨は６月12日から７月25日の43日間で陽性型であった。この期間の総降水量は336 ミリメートルで平年の89パーセントとなった。また台風は６月25日の第１号以来23個発生、その内第５号と第10号の２個が上陸した。
　１月　
　気温の変動は大きく、上旬中頃と下旬後半は３月中頃の暖かさ、中旬末より下旬後半は強い冬型気圧配置となり、21日大阪で今冬初めて氷点下を記録したが、その他の日は冬型気圧配置となっても長続きせず、温暖な月であった。
　２月　
　昨年秋以来の温暖傾向は上旬まで続いた。中旬以後は太平洋高気圧もやや南下して、ようやく寒気も入りやすくなり寒い日が多くなった。天気は気圧の谷の通過後冬型気圧配置となり、その後移動性高気圧におおわれるという周期的な変化をしたが、18日から19日にかけ強い冬型気圧配置となり季節風が強く、大阪で最大瞬間風速西、毎秒30.1メートルを記録した。
３月　
　曇雨天の日が多く、特に下旬後半は日本の南海上に前線が停滞し雨の日が続いた。２日に低気圧が日本海で発達したため、平年より４日早い春一番となった。
　大阪における桜（そめいよしの）の開花は３月31日で平年より１日早く、昨年より８日遅かった。
４月　
　月平均気温は、ほぼ全国的に平年に比べかなり高目に経過、大阪も平年より2.0度高かった。上旬末より中旬にかけ前線が南海上に停滞したためぐずついた天気が続いた。
　しかし下旬は移動性高気圧におおわれ晴天の日が多く、気温も高くなり特に25日から29日は最高気温が25度以上の夏日となった。
５月　
　気温は４月に引続き高目に経過した。上旬と下旬の天気は周期的に変化したが、中旬半ばに低気圧が発達しながら近畿北部を通過したため府下各地とも60ミリメートルから100 ミリメートルの雨が降った。しかしそれ以後は少雨傾向だった。
６月　
　少雨傾向は上旬一杯続いた。特に１日から10日夕方までは一滴の雨も降らなかった。 12日に気圧の谷が接近し、梅雨前線が北上したため、平年より４日遅い梅雨入りとなった。
その後梅雨前線の影響で降水量が多かったが、下旬は南海上に停滞することが多く降水量は少なかった。
７月　
　太平洋高気圧の勢力が弱く、オホーツク海高気圧の勢力が強かったため梅雨前線は南海上に停滞することが多かった。このため梅雨期間中の気温は低目に経過した。また、降水の時間帯が夜半から朝方にかけて多かったため日照時間は比較的多かった。７月25日に平年より８日遅く梅雨が明け、以後夏型気圧配置が強まり、昨年の低温とはうって変わって暑い夏となった。
８月　
　この月は非常に暑かった。 15日大阪の最高気温38.5度は高温第１位（1933年以来）を記録、また日最低気温25度以上（熱帯夜）の日も27日あった。月半ばまでは太平洋高気圧におおわれ猛暑となった。 16日から17日にかけ台風第５号が紀伊半島沖を通り、渥美半島に上陸したが近畿地方への影響は小さかった。下旬前半一時気温は下がったがその後再び暑さがぶり返した。　
９月　
　初めは太平洋高気圧におおわれ残暑がきびしく、後半は秋雨前線の活発化と台風第10号で大雨が降った。
　上旬は残暑きびしかったが、中旬になり暑さも和らいだ。下旬は秋雨前線が西日本に停滞したため雨天が続いた。 28日長崎市付近に上陸した台風第10号と秋雨前線の活発化のため25日から28日にかけ府北部を中心に300 ミリメートルを越す大雨が降り、交通や農業関係にも被害が出た。
　10月　
　気温は前半高目に、後半低目に経過し秋の深まりは早かった。上旬から中旬にかけ天気は周期的に変化した。10日夜から11日朝にかけ台風第13号紀伊半島沖を通過したがほとんど影響なかった。下旬は大陸からの寒気流入のため気温の低い日が多く、31日は今秋一番の冷え込みとなった。
11月　
　中旬からは冬型気圧配置の日が多く、季節風も強まり寒くなった。月降水量は平年の22パーセントと少雨であった。
　上旬の天気は周期的に変わったが、中旬以降冬型気圧配置が度々強まり、29日大阪で平年より２日遅く、昨年より８日早く初霜を観測した。
12月　
　冬型気圧配置の日が多く、特に後半は寒かった。また前月に続き少雨傾向であった。
　大阪では13日に初氷、24日に平年より４日早く初雪、28日には1 センチメートルの積雪を観測（積雪状態となったのは1947年以来）、寒さのきびしい年の瀬となった。
